
 

ツアー行程 

8月 26日 さくらプロジェクトでボランティア活動（Ｐ.２） 

8月 27日 広野わいわいプロジェクトでボランティア（Ｐ.２） 

富岡町視察（Ｐ.３） 

8月 28日 民泊＆郷土料理作りで交流（Ｐ.４） 

      南相馬市小高駅でボランティア（Ｐ.４） 

8月 29日 仙台市荒浜地区・東松島市視察（Ｐ.５） 
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 私はボランティアに参加するのは初めてで、参加した

理由も、被災地の現状について知ることができたらいい

なくらいの軽い気持ちでした。しかし、実際に自分の目

で、荒れ果てて人のいなくなった被災地の姿を見たり、

実際に被害に遭われた人達のお話を聞くことで、地震の

恐ろしさや東北で起こったことの重大さに改めて気づ

きました。どこか他人事のように考えていた自分が恥ず

かしくなったし、私たちが今こうやって何事もなく幸せ

に暮らしていることは当たり前ではなく、奇跡のような

ものなのだと感じました。 

 印象に残ったのは被災地の方たちの姿です。どの人も

未来に向かって前向きに進んでいました。未来をより良

いものにするためにどうしたらいいのか考えて行動す

る姿に深い感銘を受けました。私も東北で起こった出来

事を過去のものとして据えるのではなく、この経験を少

しでも未来に生かしていかなければならないと感じま

した。そのためにはこのボランティアで感じたことを忘

れずに周りの人に伝えていかなければならないと思い

ます。 

心理学部 3年  

 

昨年も参加し、福島ではどのような変化があり、変化

していないのかを知りたかったので参加しました。変化

がよく表れていたのは富岡町だと思います。昨年の富岡

町とは思えないほど更地になっていました。これで一歩

前に進んだのかと思う反面、以前の富岡町はもうなくな

ったことにしたのかとも思いました。昨年行ったとき、

富岡町は印象的でその後も一度訪れました。言い方が悪

いかもしれませんが、あの富岡町があったからこそ震災

を忘れてはいけない、ちゃんと向き合わなければならな

いと思わせてくれた場所でした。一歩一歩新しい町に生

まれ変わることも大切ですが、3.11 を記憶にとどめてお

くことも必要だと思います。 

 福島と宮城では復興の差が大きく表れていました。同

時に福島の中でも差が表れていると思いました。しかし、

どの場所でもふるさとを愛する気持ちを人一倍持ち、早

い復興を望んでいます。そのことは素晴らしいと思いま

す。東北の人には負けないくらい強い気持ちを持ちたい

と思います。また、普通であることの幸せを誰よりも感

じ、感謝して生きていくことが東北の人が言っていた願

いを叶えることにつながるのではないかと、今回改めて

思いました。 

文学部 2年 

 
被災地の今を自分の目と耳で生の情報を得ることができたので、参加して良かったです。

メディアが伝える情報は断片的で編集者の意図や事情によって加工されるので、「真の声」で

はないのです。まさしく百聞は一見に如かずの通りだと思いました。 

 小高区の方々の「普通が一番大事」「風化させたくない、忘れ去られることが一番こわい」

という言葉を忘れてはならないと思います。また小高や被災地の現状を一人でも多くの人達

に伝えなければならないと思います。そうしないと被災地の出来事は過去のものとなってし

まい、未来に役立てなくなってしまうからです。私はこのツアーで学んだことを絶対に親や

友人に話します。特に「ホイッスル、アメ、ラジオは常備して」というメッセージは必ず伝

えます。そして自分も必ず実践して被災地が命がけで学んだ教訓を生かしたいです。 

法学部 3年 

 


